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低線量プラント設計技術とその実績
Optimum Englneering for Low Radiation Exposurein BWRsand

theOperating Experience

近年,原子力発電所の稼動基数増加に伴い,その定期検査と保守作業を円滑に実

施する上で被ばく線量の低減が強く望まれている｡日立製作所では電気出力1,100

MW級BWR原子力発電所の被ばく線量を200人･rem/年以下を目標とした低線量プ

ラント設計技術を開発し,改良標準化ベースプラントである東京電力株式会社福島

第二原子力発電所2号機,及びそれ以降のプラントに適用Lてきている｡

低線量プラントは,線量率予測コードにより鉄及びコバルト発生量の線量寄与率

を評価した結果に従い鉄クラッド及び60Co放射能の低減対策として,給水系酸素注

入,二重式復水浄化系,低コバルト材及び耐食鋼採用などを経済性を考慮して決め

ている｡

東京電力株式会社福島第二原子力発電所2号機では,営業運開1年後の第1回定

期検査で,作業者の絵被ばく線量は89人･remと国内電気出力1.100MW級原子力発

電所として最小値を記録し,通商産業省改良標準化目標被ばく線量を大幅に下回っ

た｡更に,プラント線量率の負包和する運開5年後でも,改良標準化目標線量以下の

被ばく線量を十分達成できる見通しが得られた｡

I】 緒 言

原子力発電所の運転･保守作業の効率向上に不可欠な被ば

く低i成化は,稼動基数の増加に伴いニーズが強くなり,通商

産業省改良標準化の中でも検討項目として取り+二げられてき

ている｡

日立製作所では,被ばく低減対策としてプラント放射能の

低減による作業環境の線量率低減を最重要課題としている｡

このため,放射性腐食生成物が機器配管の内面に付着蓄積す

ることによるプラント線量を低減するための方策として,給

水中のタラッド及び原子炉内での60Coの発生抑制を焦点に各

種対策を開発してきている1ト3)｡

東京電力珠式会社福島第二原子力発電所2号機(以下,福島

第二･2号機という｡)は,電気出力1,100MW式汲BWR(沸騰水

型原子炉)改良標準化国産1号機であり,最新の各種被ばく低

減対策が適用されている｡本プラントは昭和59年2月に営業運

閲し,約1年間の運転を終rした後,第1回の定期検査を昭

和60年5月に完了Lている｡第1回定期検査の結果,絵被ば

く線量は89人･remと改良標準化目標値の200人･remを十分

下回る実績を得たので以下に報告する｡

臣l低放射能技術の開発経緯

原子炉一?大系の水質及び放射能を系統的に測定Lた結果に

基づき.放射性腐食生成物の挙動を定量的に予測する手法(モ

デルと計算コード)を開発した2〉-4)｡このモテリレでは,給水系及

び復水系の構造材から発生する腐食生成物は,原子炉内に持

ち込まれ燃料に付着し放射化された後,水中にi容出すると考

えていた｡また,水中へのi容出量は,燃料表面付着量が少量

のうちは少なく,一定量以上となると溶出量は加速度的に増

加すると考えていた｡

プラント停止時の線量率に寄与する放射性核種としては,

先行機の調査結果から半i成期が5.2年と長い60Coが主体である
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ことが判明していた1)｡このため放射能低i成対策としては,

60Coの低減を主眼とし,まずコバルトが60Coとして機三器,配

管に蓄積する過程で,燃料上での放射化及び水中への移行に

際し担体となる鉄クラッドを低減させることにした｡i欠の過

程で,コバルトの量を低減し同様の鉄クラッド持込みであっ

ても60Coの発生量自体が少なくなるように考慮した｡

(1)鉄クラッド発生抑制対策

(a)発生量の多い部位に対して重点的に耐食鋼を使用し,

鉄クラッドの発生を抑制する材料選定技術5)

(b)接水面積が広く,かつ炭素鋼を主体としたタービン系

で発生した腐食生成物を効果的に除去する二重式復水浄化

技術

(c〉 炭素鋼製の原子炉給水配管の内面に,安定な酸化被膜

を形成させ腐食を抑制する酸素注入技術7)

(2)60Co発生抑制技術

(a)制御棒ピンローラに用いられているCo基合金ステライ

トの代替材開発

(b)給水加熱器チューブ,制御棒被覆,燃料棒支えばね材

などに用いられているステンレス鋼,インコネルなどニッ

ケル基合金中の不純物としてのCoを低i成した材料の適用｡

以上の技術の開発及び適用の経緯を図1に示す｡福島第

二･2号機では,これらの放射能イ氏i成対｢策が全面的に採用さ

れた｡

臣l福島第二･2号機への適用とその成果

福島第二･2号機の主要設計仕様を表1に,また福島第二･

2号機に適用された放射能低減対策を鉄クラッド及びCo低減

技術に分け図2に示す｡更に,本プラントの放射能低減を含

めた被ばく低減の考え方をカテゴリー別に区分し図3に示す｡
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年度

項目

昭和
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能
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減

星雲宗芸諾雷若詰粍｡bPヒ呈粁

改良標準化

l
廃棄物発生量
低減による運聞 復新和b

CF寿釦0日

第†回定期検査

設備合理化

定期検査
89人･rem 被ばく低減

クラッド

低 減 提灘＋晶議長薫

注:略語説明 PLR(原子炉再循環系),CF(復水三戸過脱塩器)

図l放射能低減対策の経過 中国電力株式会社島根原子力発電#‖号

機(以下,島根l号磯という｡.)での給水鉄低減による線量率低減実績に更に炉心

構成材のコバルト低減を加え,東京電力株式会社福島第二原子力発電所2号機

(以下,福島第二･2号磯という∪)では,第】回定期検査時89人･remと非常に低

い被ばく線量に抑制されたこ 更(二,タービン系への耐食材採用によるクラッド

低)成で,大幅に廃棄物発生量も低減Lている._.

3.1鉄クラツドの発生抑制

耐食材の適用による鉄クラッドの低減実績を,先行機と比

較して図4に示す｡福島第二･2号機では,蒸気･水2相流

領i或及び復水器への耐食性鋼の採用により,復水系の鉄濃度

は6ppbと既設の炭素鋼を主体としたプラントに比較し‡のレ
ベルに低下できた｡更に,復水音戸過脱塩装置及び復水脱塩器

から成る二重式浄化技術と給水酸素注入による腐食抑制によ

り,同図に示すように原子炉入口給水鉄i農度は0.3ppb程度以

下と国内外を通じ最低のレベルになった｡

更に,復水鉄i農度低下の結果,復水中の鉄クラッドを除去

する目的で設置している粉末寸封脂圧力プリコート型の復水7

表l 福島第二･2号磯の主要設計仕様 改良標準化BWR-5である福

島第二･2号機の水質管王里は,復水浄化方式としてこ重式言争化系を採用し,原

子炉浄化系容量としてZ%を採用Lていることが特長である凸

原子炉型式 BWR 3 BWR 4 改良標準化･BWR-5

原子炉格納容器型式 MARK-I MARK-Ⅰ MARK-II改良型

熱 出 力 l′380MW 2′381MW 3′293MW

発電端電気出力 460MW 7∈;4MW l′100MW

燃 料 集 合 体 数 400体 548体(7×7型) 764体(8×8型)

制 御 棒 数 100本 I37本 】85本

原子炉ブ争化系容量
172†/h 60tノ/h 1201/h

(給水流量比7%) (給水7充塁上い%) (給水涜量比2%)

給 水 流 量 2,400t/h 4′400t′′′h 6.4()Ot/h

給 水 温 度 柑0℃ 196℃ 215℃

復 水 7争 化 方 式
i戸過脱塩器＋

7昆床式脱塩器
)昆床式脱塩器

戸過脱j宝器十

混床式脱塩器

プ ラ ン ト 例 島根l号機 福島第一･4号機 福島第二･2号機

作業環境の線量率低減 十 作業の合理化

｢ト表証言二扇妄主訂｢盲品蒜高遠;蒜訂
作業スペースの確保

安全逃し弁搬出入ハッ

チの設置

弁分解,搬出入用専用

モノレールの設置

＋作業の遠隔自動化

に霊宝霊票慧…望警笠換装l
L∵準星ご1躍ごユピ竺

日
立
改
良
項
目

耐食性絹の採用

原子炉一次系配管ル

ートの改善
仮遮へいの設置

フラッシングの実施

●溶接線の削減

+

図3 福島第二･2号機従業員被ばく低)成対策 第個定期検査は89

人･remと低い被ばく線量であった｡このうち改良工事男､は25%で.通常定期

検査作業分は75%であった｡

イルタの運転寿命が,従来は10日前後であったが30日～40日

と延びてきている｡復水フィルタは鉄クラッドの捕そく量が

増加すると差熱が上昇し,一定差熟に達した時点で既使用粉

末樹脂を放射性廃棄物として廃棄し,新しい粉末樹脂をプリ

コートし使用してし-る｡この復水フィルタ寿命は図5に示す

ように,入口鉄濃度とほぼ逆比例の関係にあるため,復水鉄

原子炉圧力容器

原子炉浄化系

高圧タービン

湿分分離器

耐食材採用*

高圧給水

加熱器

低Co木オ採用Co≦0.05%

低圧給水

加熱器

耐食材採用*

発電機

低圧夕一ビン

復水器

酸素注入

三戸過
脱塩器

混床式
脱塩器

二重式復水浄化系

注‥[ニコは,鉄クラッド低減対策

国は,コバルト低減対策

日立改良開発技術*

ステライト代替材採用

低Co木オ採用Co≦0.05%*

区】2 福島第二･2号機クラッド低減対策 本プラントは,改良標準化項員の放射能低減対策に加えて,独自技術として炉内高中性子東部への低コバルト

木オ適用及びタービン系への耐食木オの適用を行なうことにより,被ばく低i成に加え廃棄物発生量の低;成を図っている｡
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対策項目
BWR-3 BWR-4 BWR-5 福島第二･2号機

(1)二重式復水浄化系 ○ X ○ ○

(2)給水系酸素注入 ○(運間接) ○ ○ ○

(3)
クロスアラワンド管

X

(炭素鋼)

○ ○ ○

耐
食

性
鋼

抽 気 管 (Cr-Mo鋼) (Cr-Mo鋼) (Cr-Mo鋼)

給水加熱器胴体 ×

(炭素三鋼)

ス

(炭素て鋼)

復 水 器
{ゝ

(耐候性鋼40%) (耐威生会同)

図4 福島第二･2号機のクラッド低減実績 福島第ニ2号機では

先行機に対L,給水加熱器胴体及び復水器内構造物に耐食性鋼を使用すること

により,ヒータドレン鉄濃度は0.7ppbまで低下L,復水鉄濃度は6pl〕bとBWR3

のうーのレベルに低下Lた._.
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図5 復水鉄濃度と復水フィルタ運転寿命の関係 復水鉄濃度の低

下に伴い,復水フィルタの運転寿命が長くなり,福島第二･2号機では粉末樹

脂の使用量が与に低減された｡この結果.運転保守の軽減,廃棄物の低減効果

及び経済性の向上が図られたrJ

濃度低ブ成は復水フィルタの寿命を延ばし,放射性廃棄物発生

量を低下させる上で非常に効果的である｡

3.2 60Co放射能の発生抑制

福島第二･2号機にj采用された低Co材料の代表的使用j易所

と60Co放射能の推定発生量の予測評価を図6に示す｡Co発生

源として寄与の大きい原子炉給水は､表1に示すように215℃

とBWR-3に比べ35℃増加しており,図7に示すステンレス鋼

のCoi容出データ8)にみるように､ステンレス鋼製の給水ヒータ

チューブからのCo発生量は2倍以上と評価される｡更に,Co

を60Coに放射化する炉心中性子束密度は25%増加し,逆にCo

及び60Coを除去する原子炉浄イヒ系容量は,イオン‾交換するた

0∩)

(
聖
夜
璧
)
姻
朝
鮮
○
?
0
0

BWR-5 福島第二･2号機

注=[:コインコネル
医≡ヨステンレス

ステライト

木オ 質 ノナース
機器名

BWR-5 福島第二･2号機

インコネル
燃料スペーサばね ○

その他炉内構造物(RP〉下溝同亀フィンガスプリング)

ステンレス

制御棒シース ○

制御棒チューフ

高圧給水ヒータチューブ ○

低圧給水ヒータチューブ ○

その他炉内構造物

ステライト

ピン･ローラ OI

その他ステライト材(タービンフ`レード,弁)

(BWR-5は,改良標準化以前を示す｡)

注:記号説明 一従来材使用,○低コバルト材採用(Co≦0.05%),
○* ステライト代替材採用(Co≦1.0%)

図6 低コバルト材の採用範囲 給水温度が上がっているため,表面

積が大きく発生量の多い給水ヒータチューブへの適用,原子炉内では中性子乗

の高い6Uco発生量の多い部品への適用を行ない,経済的かつ効果的がr)co低減

を日的とLているハ

500
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ー●･- 240h

ー○- 350h
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温 度(℃)

250 300

図7 給水条件下でのステンレス鋼からのコバルト溶出速度,

度依存性バ) 給水ヒータチューブステンレス鋼からのコ/りレト溶出は,

ロCから240'⊃cの間で急激に溶出量が増加し,2400c以上では逆に低下する._.

ため,発生量低減の面から給水系高温部への低Co材の適用が効果的である

温

150

二の

めの温度低下による熱手員失を小さくするよう原子炉水の循環

比で去となっている｡したがって,福島第二･2写磯では,
線量上昇評価モデルによるケーススタディにより低Co柑を使

っていないBWR-3の中国電力株式会社島根原子力発電所1
号機(以下,島根1号機という｡)の炉水60Co濃度以下となるよ

うに低Co材の使用範囲を考慮した｡

福島第二･2号機の連関から第1サイクル終了時までの放
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射能濃度履歴を,他プラントの同運転時期の水質と比較して

図8に示す｡同図に示すように,60Coi農度は島根1号機と同レ

ベル以下であった9)｡

しかし,従来経験したことのない事象として,ニッケルよ

り58Ni(n,p)58Co反応で生成する58Co濃度が急増する現象が現

われた｡この58Co濃度の急上昇は,福島第二･1号機でも経験

されていた10)｡福島第二･2号機では,前述のように給水鉄濃

度が極端に低下したことにあるのではないかと考えた｡

福島第二･2号機の給水系では,図9に示すように鉄濃度

の極端な低下のため,従来プラントの腐食生成物は鉄が支配

的であったのに対し,鉄よりニッケルのi農度が高くなってい

た｡このため,表2に示すように燃料付着クラッドの形態が

鉄支配型よr)ニッケル支配型となり,ニッケル酸化物が放射

化されてできた58Coがi容出しやすくなったことが原因ではない

かと考えた｡

この対策として,給水鉄濃度をニッケルの2倍以上とする

ように給水鉄濃度を微増させることとした｡方法としては,

まず給水酸素注入量の低下を行なったが鉄濃度上昇はわずか

であったため,次に復水フィルタの一部バイパス試験を行な

った｡一連の対策で給水鉄は0.3ppb程度に増加し,その結果,

炉水ニッケル濃度が低下し始めた｡炉水58Co放射能濃度の低下

は,炉水ニッケル濃度の変化に数千時間遅れ,第1サイクル

の末其引こ低下傾向を示し始めた｡58Coは第1回定期検査のため

のプラント停止時約÷まで低下し,低下の傾向はこの時点で
も継続中であった｡

3.3 プラント内線量率

昭和60年1月から開始された福島第二･2号機の第1回定

期検査時での原子炉再循環配管の放射能付着量,及びそれに

起因する配管表面線量率を図川に示す｡配管付着放射能は第

1サイクルの炉水放射能からみるように58Coが圧倒的に多

く,60Coは58Coの10%以下であった｡58Coは放出放射線のエネ
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表2 燃料棒表面へのクラッド,イオン付着挙動 給水Fe濃度の極

端な低下により,燃料棒付着酸化物はNi過剰となり,Fe N順変化物に比べ溶出速

度の大きいN個室化物が析出するようになったため.N】の方丈射化した5Rco二枚射能

)農度が増加Lたと推定Lている｡

給水水質(ppb)
付着及び離脱挙動

付着モデル

Fe Ni クラッド イ オ ン

従

来

1～5

0.1

i

0.4

58coクラッド

Niイオン

燃

蒸発乾匡l
付着
クラッド

プ 荊
ラ 棒 に8及着
ン

卜
Feクラッド

Fe-N酒変†ヒ物

F(∋203

福
島
第
0.1

以下

58coイオン

Njイオン

燃
蒸発乾固 蒸発乾固

2 料

T∋‾

機

棒
Feクラッド

Fe-Nl酸イヒ物

Ni酸化物

ルギーが低いため60Coに対し表面線量の寄与は小さく,同一Oに

示すように表面線量への寄与は58Coが75%,60Coが25%であ

った｡

また,既設炉では60Co放射能が主体であるため定期検査期間

を通じ線量率の変化は顕著にみられないが,福島第二･2号

機では半減期が71.3[]と短い58Co放射能が大半のため,定期検

査期間を通じ線量の低下がみられ,終了直前には半減した｡

また,プラント線量の経年上昇に寄与する60Co放射能は,原

子炉再循環配管内面付着量1J∠Ci/cm2以下,表面線量で20

mR/h以下と低い｡今後,既付着58Co放射能の減衰により,従

来プラントの例とは逆に停止時線量の低減が見込まれる｡

3.4 第1固定期検査時被ばく線量

福島第二･2号機の第1固定期検査中の保守,点検作業は

昭和60年1月20日の原子炉停止以降88日間で終了している｡

その後,通商産業省の総合負荷試験を終了し,第2サイクル

の運転を行なっている｡

第1回定期検査時の被ばく線量は,図‖パニ示すように改良

工事25%,通常定期検査作業75%,合計89人･remであった｡
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図10 第l固定期検査時配管線量率 福島第二･2号機の一次系配管

付着放射能は,半減期7l.3日の5Hcoが主体であったため,定期検査末期では表

面線量率が半減している｡線量の経年上昇の原因である60coは付着量がl〝Cl/

cm2と少なく.線量は20mR/h不呈度と低かった｡

原子炉浄化系(20%)

改良工事

22人･rem

計装関係(2.2%)

原子炉圧力

容器(3,3%)

残留熟除去系

(3.3%)

原子炉再循環系(3.5%)

燃料交換プール除染(3.6%)

合計

89人･rem

や期棟

67人･rem

軟

供用期間中検査(lSり
(10%)

制御棒駆動機構

(5.5%)

清掃及び除染(3.9%)

その他(44.7%)

図Il福島第二･2号機主要作業別被ばく線量 通常,定期検査作業

被ばく67人･remの主要件名別被ばくは小被ばく作業の積算であり.今後の被

ばく低二成はこれら小被ばく作業のきめ稚かな低減の積み重ねとなろう｡

表3 従来BWRに対する福島第二･2号機の被ばく低減効果 低減

効果はタラッド及びコバルト低減による放射能低減が大きく,次に配管ルート

改善,仮遮へし､などによる線量率の低減,それとほぼ同等の効果とLて改良型

格納容器の採用など,作業性の改善が挙げられる｡

被ばくイ監滅要因

被ばく低減効果内訳比率

10 20 30 40 50(%)
∇ ∇ ∇ ∇ ∇

1.放射能の低減
1 1

(1)低コバルト材の採用

(2)ブ戸過式復水脱塩装置の採用

l t

l l l

(3)耐食性銀の採用 】

2.雰囲気線量峯の低減

(り原子炉一次系配管ルートの改善
(2)仮遮へいの設置
(3)フラッシングの実施

】

い
l

1

l

3.作業性の改善

(1)原子炉格納容器内のスペース拡大
(2)原子炉格納容器の横幕搬入口増設

(3)通路性の改善
(4)機器操作性の改善

l

重量
4.作業量の低減
溶接線の削減 ≡ F:
5.作業の自動化 l l 1

=)cRD遠隔自動交換業置 l l l

(2)原子炉圧力容器の自動供用期間中検査
l l
l l

1

l

6.作業管理の改善
!:: l

線量率の時間減衰を考慮した工程調整 l

l l 】

･∠ゝ 計 100%

放射能の低i成については表3に示すように,(1)の低コバル

ト材の採用によるコバルト放射能の低減効果と,(2)のi戸過式

復水脱塩装置の採用による原子炉持込クラッドの低減効果に

関しては,両者同程度と評価している｡一方,(3)の耐食性鋼の

j采用による発生鉄量の低減は,i戸過式復水脱塩器の除去しな

ければならない鉄負荷を減少させ,放射性廃棄物となるi戸過

助材を低減する効果が主である｡

更に,低減効果が大な項目として機器,配管表面線量の作

業者に対する寄与を下げる線量率の低減,及び作業性の改善

が挙げられる(表3の2項及び3項)｡
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(人･rem/即
2,000

㈱
蟹

叫

BWR

1,351近年運開偶53年度以降)

PWR(軽水炉加圧水型原子炉)

近年運開(昭53年度以降)
壷

蕃1･000
榊
せ
謀

平均:379

791

343

平均:330

477
564

287
せせ

0 m 戸当 且 ｢1
奇 特

事余 人 国 産 手前 入 匡【 産 輸 入 匡Ⅰ 産 輸 入

電気出力1,100MW未満 電気出力1,100MW以上 電気出力1,175MW未満 電気出力
1.175MW以上

プラント名

(運闘牛度)

敦賀-1(昭44) 島根-1(昭48) 東海一2(昭53) 福島2-1(昭57) 福島2-2(昭59) 美浜-1(昭45) 美浜-2(昭47) 大飯-1(昭53)
福島1-1(昭45)

福島1-2(昭4g)
福島1-3(昭50)
福島卜4(昭53)
福島1-5(昭53)
浜岡-1(昭50)

浜岡J2(昭53)

福島1-6(昭54)

(詣漂裂蓋)
*改標プラント

高浜一1(昭49) 美浜-3(昭51)

玄海一1(昭50)

高浜-2(昭50)
伊方一1(昭52)
玄海-2(昭55)

伊方-2(昭56)

大飯-2(昭54)

注1:出典 原子力発電所運転管理年報,原子力安全委員会月報

原子力発電所の事故･故障,定期検査などの状況

2:略語説明 敦賀-1(日本原子力発電株式会社敦賀原子力発電所1号枚)

福島卜1(東京電力株式会社福島第一原子力発電所1号横)

福島ト3( 同 上 3号磯)

福島1-4( 同 上 4号機)

福島ト6( 同 上 6号機)
福島2-1(東京電力株式会社福島第二原子力発電所1号横)

福島2¶2( 同 上 2号横)
浜岡一1(中部電力株式会社浜岡原子力発電所 1号機)

浜風-2( 同 上 2号機)

東海一2(日本原子力発電株式会社東海第2発電.所)

美浜-1(関西電力株式会社美浜発電所

美浜-2( 同 上

美浜-3( 同 上

玄海-1(九州電力株式会社玄海原子力発電所

玄海-2( 同 上

高浜-1(関西電力株式会社高浜発電所

高浜一2( 同 上

伊方-1(四国電力株式会社伊方発電所

伊方一2( 同 上

大飯一1(関西電力株式会社大飯発電所

大飯-2( 同 上

(昭和59年度定期検査まで)

擦
m
梗
概
機
横
磯
横
横
磯
横
磯

号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号

匹引2 定期検査時総被ばく線量の比較 原子力発電所の定期検査時総被ば〈線量は,設置時期が新Lくなるにつれ低下し,最新プラント福島第二･2号機

では川0人･remを切るに至った｡

福島第二･2号機の第1固定期検査時総被ばく線量を先行

機と比較した結果を図12に示す｡BWRでの被ばく線量は過去

の輸入炉以来着実に低下してきておr),福島第二･2号機で

は電気出力1,100MWと発電所は大型化されたにもかかわらず

89人･remと初めて100人･remを切ったことは特筆すべき成

果である｡

田 福島第二･2号機の実績評価による三欠期プラントの展望

福島第二･2号機の実績も考慮して,今後のプラントでは

i欠のような被ばく低i成項目の開発及び検討が行なわれており,

更に披ばく線量は低下すると予測される｡

4.t 福島第二･2号コ艶実績評価による低減

(1)原子炉冷却材浄化系関連作業被ばく線量の低減

循環ポンプ位置の低～見部への変更による付着放射能の低減｡

(2)58Co放射台巨低減

給水持込みNi/Fe比率制御による58Co放射能磯度上昇現象

の抑制｡

4.2 新技術の開発

(1)放射能蓄積抑制対策

プラントが出力運転を開始する以前に,一次系ステンレス

鋼内表面にあらかじめ酸化処理などによる表面処理による放

射能付着の抑制｡

(2)原子炉再循環配管除去による格寺内容器内線量低減

通商産業省第3次BWR改良標準化炉としても取r)上げら

れているインターナルポンプ型再循環ポンプの採用による格

納容器内線量を支配している再循環配管の除去｡

8 結 言

原子力発電所の被ばく線量を低減する目的で低タラッド,

低コバルト技術を中心とした低線量プラントの設計技術を開

発した｡これら技術のうち真幾つかは,改良標準化項目として

もj采り入れられている｡このイ氏線量プラント設計技術を適用

した福島第二･2号考幾は,図12に示すように第1回定期検査

で国内電気出力1,100MW級長′トの89人･remと改良標準化目

標値200人･rem以下を大幅に下回る総披ばく線量を記録した｡

今後の被ばく低減対策は,福島第二･2号機の設計及び運

転を基本に,その改良及び新技術の適用が計画されている｡

福島第二･2号機は今後のBWRでの被ばく低減の最初の実証

であり,今後のプラントの被ばく低i成目標として重要な意義

58

をもつものである｡

最後に,本低線量プラントの設計及び運転管玉堅に当たり,

御指導をいただいた東京電力株式会社の関係各位に対し,厚

くお礼を申し上げる｡
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